
様式２

基本戦略１<差し替え>

① ④ ⑥ ⑦ ⑧

本事業前
の実績値

過年度 実績額

後年度 予算額

H26年度 26,831,000 指標① アスパラガスの冬季出荷量 2,400 kg H28.3 1,028 1,271

指標② 新規就農者数 1 人 H28.3 0 1

H27年度 23,738,729 指標③ 女性研修者受入数 4 人 H28.3 7 4

H28年度 23,593,000 指標①
伏せ込みアスパラガス

生産農家数
6 戸 H29.3

H29年度 28,696,000 指標①
伏せ込みアスパラガス

生産農家数
7 戸 H30.3

H26年度 2,000,000 指標① 就農に係る支援件数 2 件 H28.3 4 2

指標②

H27年度 3,000,000 指標③

H28年度 10,197,000 指標①
新規就農者数
新規農業従事者数

3 人 H29.3

H29年度 13,423,000 指標①
新規就農者数
新規農業従事者数

3 人 H30.3

H26年度 1,602,091 指標① 認証材の生産量 5,800 ｍ３ H28.3 3,756 5,371

指標②

H27年度 2,602,664 指標③

H28年度 2,500,000 指標① 認証材の生産量 5,800 ｍ３ H29.3

H29年度 2,500,000 指標① 認証材の生産量 5,800 ｍ３ H30.3

H26年度 10,440,000 指標① 建築住宅戸数 17 棟 H28.3 14 17

指標② 森林認証材使用量 397 ｍ３ H28.3 267 325

H27年度 12,840,000 指標③

指標① 建築住宅戸数 10 棟 H29.3

指標② 森林認証材使用量 212 m3 H29.3

指標① 建築住宅戸数 20 棟 H30.3

指標② 森林認証材使用量 400 m3 H30.3

H26年度 0 指標①

指標②

H27年度 0 指標③

指標① コアドライ材加工量 30 m3 H29.3

指標②
FSC認証コアドライ材

ﾓﾃﾞﾙﾊｳｽ
2 棟 H29.3

H29年度 1,000,000 指標① 新開発製品 10 品 H30.3

5 森林認証材ブランド化推進事業

美幌町産ＦＳＣ森林認証材を使用して、
価値の高い建材等にするため、新たな
乾燥技術（コアドライ）を取り入れ、ＦＳＣ
認証材の地域ブランド化を目指し、販路
開拓及び町内外へ普及・ＰＲを図る。
（平成２７年度国の補正予算に伴い、町
でも平成２７年度繰越明許費である。）
また、美幌町産ＦＳＣ森林認証材を使用
した新製品の開発を行う。

H28年度 8,669,000

H29年度 17,400,000

補助金　　10,440,000円
建築住宅戸数は見込みどおりであっ
たが、住宅規模により森林認証材使
用量が若干ではあるが減少した

追加等更に
発展させる

実績値により、本事業
が効果的であったた
め、対象拡充を図り、美
幌町産ＦＳＣ森林認証
材の利用促進及び町内
住宅の良質な住環境整
備を更に発展させる

4 美幌町産材活用促進事業

美幌町産ＦＳＣ森林認証材の利用促進
により、森林資源の地産地消の推進・町
内経済の活性化・町内住宅の良質な住
環境整備を図る。

地方創生に相当
程度効果があっ
た

 当初見込みより、建築住宅戸数が減少したため建
築住宅戸数が見込みどおりであったため。

H28年度 22,000,000

製材：4,163.457ｍ３×1,000円×１／２
ダンネージ材：295.096ｍ３×600円×１／
２
パルプ材：913.292ｍ３×400円×１／２

総合戦略のKPI達
成に有効であっ

た

継続実施に努め
てもらいたい。

追加等更に
発展させる

実績値により、本事業
が効果的であったた
め、継続的な取組をす
ることで、森林認証区域
の拡大を推進する3 森林認証材活用促進事業

付加価値促進を図るために森林認証材買
取時に上乗せを行い、認証の普及促進を
図る。（補助率1/2、事業者の連携が条件、
上限250万円）

地方創生に相当
程度効果があっ
た

当初見込みより材積が減少したため

就農奨励補助金：3,000,000円

○就農に係る支援件数：２件（新規就農
者１名200万円、新規農業従事者1名100
万円。新制度になり、５年以内に限度金
額内の申請額を支給。）
（参考：Ｈ26年度　新規農業従事者4名×
50万円。旧制度により、50万円ずつ２回
に分けて支給。）

総合戦略のKPI達
成に有効であっ

た

国や北海道に対
して、更に手厚い
支援を求めると共
に、農業者の確
保のために、美
幌町の農業受入
の環境整備の向
上に努めてもらい
たい。

事業内容の
見直し（改

善）

新規就農者や新規農
業従事者等を確保し、
本町農業の持続的な発
展を図るため。

2 地域しごと支援事業

新規就農者等支援補助：
就農奨励補助
・農業経営準備費用として、農業機械や農
地の取得などに対する支援（１件２００万
円）
新規農業従事者補助
・従事後に必要な資機材購入費用又は資
格取得・研修費用に対する支援（上限１００
万円）

地方創生に相当
程度効果があっ
た

新規就農者や新規農業従事者に対し就農支援を行うこ
とにより、農業後継者を確保することが出来た。

・農業経営者育成事業：4,990,000円
・農家青年配偶者対策事業：5,137,000円
・農業振興事業：6,921,000円

総合戦略のKPI達
成に有効であっ

た

指標①について
は、努力の有無
に関わらず、天候
に左右されてしま
う内容であるた
め、普及推進の
効果を測るので
あれば、農家戸
数や栽培面積な
どのＫＰＩにしては
どうかと考える。

追加等更に
発展させる

実績値により本事業が
効果的であったことから
取組みを継続化し、冬
季ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽの更なる特
産品化と農家・担い手
対策及び配偶者対策を
強化する。

事業の評価
外部有識者から

の意見
今後の方

針
今後の方針の理由

1 新規就農者確保・育成等総合支援事業

美幌みらい農業センターにおいて、以下の
事業を総合的に実施。
①農業経営者育成事業：新規就農者の円
滑な就農促進・育成を図るため、経営継承
方式による就農体制、生産・経営に関する
技術習得研修の他、地域農業者や関連企
業と連携した技術向上など、就農から営農
開始後まで切れ目のない支援
②農家青年配偶者対策：女性農業者の確
保に向けた広域連携による花嫁対策及び
体験実習から新規就農へのトータルサポー
ト
③農業振興事業：基幹作物について他地
域と差別化を図るため、有利販売に向けた
新規作物の普及促進と、企業等との連携
による新たな栽培技術・新規作物の試験研
究の実施

地方創生に相当
程度効果があっ
た

・日本初の11月初旬出荷をめざしたｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ冬季栽培
は地域の気象条件と独自の栽培技術を活かした取組
みであるが、元来、早期出荷は低収となるリスクを抱え
ながらの栽培体系であり、H27年産のように秋期が温暖
な条件下ではｱｽﾊﾟﾗ根株の充実度が不充分となり低収
となる。よって、指標値を下回る実績値となった。
・新規就農者は後継者不在の農業者より経営の一式を
引き継ぐ経営継承方式による就農を果たし、地域の農
家戸数減少を防ぐとともに農地流動化の一端を担った
ことから事業効果は高い。
・女性研修生の人数は、毎年流動的であることから目
標値を下回る結果となったが、研修生４名のうち1名
は、研修終了後には美幌町に移住することとなり、研修
期間中に親交のあった農家青年と交際に発展し、現在
も交際を継続していることから事業効果は大変高い。

指標値に対するH27実績値の内容

外部有識者からの評価
実績値を踏まえた事業の今後に

ついて

指標 指標値 単位 目標年月 Ｈ２６実績値 実績値 事業効果

事業内容

実績額
予算額

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値 事業効果（⑤）の評価理由（具体的に）
※実績値が指標値を下回っている事業については

その理由（原因）等についても記載願います

事業費総額（①）の内訳
※「○○委託料：○○円」等の内訳を

記載願います

美幌版総合戦略に係る事業実施結果報告

（各事業における実績額及び事業効果等）

No

② ③ ⑤ ⑨ ⑩

対象事業の名称



① ④ ⑥ ⑦ ⑧

本事業前
の実績値

過年度 実績額

後年度 予算額

事業の評価
外部有識者から

の意見
今後の方

針
今後の方針の理由

指標値に対するH27実績値の内容

外部有識者からの評価
実績値を踏まえた事業の今後に

ついて

指標 指標値 単位 目標年月 Ｈ２６実績値 実績値 事業効果

事業内容

実績額
予算額

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値 事業効果（⑤）の評価理由（具体的に）
※実績値が指標値を下回っている事業については

その理由（原因）等についても記載願います

事業費総額（①）の内訳
※「○○委託料：○○円」等の内訳を

記載願います
No

② ③ ⑤ ⑨ ⑩

対象事業の名称

H26年度 0 指標① 木製品贈呈数 140 人 H28.3 － 121

指標②

H27年度 653,400 指標③

H28年度 756,000 指標① 木製品贈呈数 140 人 H29.3

H29年度 756,000 指標① 木製品贈呈数 140 人 H30.3

H26年度 0 指標① 来館者数 10,000 人 H28.3 753 20,437

指標②

H27年度 39,415,810 指標③

H28年度 7,143,000 指標① 来館者数 25,000 人 H29.3

H29年度 3,604,000 指標① 来館者数 26,000 人 H30.3

H26年度 0 指標① 特産品開発等の取組案件数 3 件 H28.3 － 3

指標②

H27年度 4,594,320 指標③

H28年度 - 指標①

H29年度 - 指標①

H26年度 3,113,607 指標① 観光入込客数 790,000 人 H28.3 765,530 806,390

(14,564,239) 指標②

H27年度 3,829,251 指標③

H28年度 2,669,000 指標① 観光入込客数 810,000 人 H29.3

H29年度 53,581,000 指標① 観光入込客数 810,000 人 H30.3

H26年度 778,800 指標① 利用者 400 人 H28.3 339 420

指標②

H27年度 800,000 指標③

H28年度 1,180,000 指標① 利用者 400 人 H29.3

H29年度 1,180,000 指標① 利用者 400 人 H30.3

H26年度 - 指標①

指標②

H27年度 - 指標③

H28年度 756,000 指標① 町民配布枚数 20,000 枚 H29.3

H29年度 378,000 指標① 町民配布枚数 10,000 枚 H30.3

H26年度 0 指標①

指標②

H27年度 0 指標③

H28年度 0 指標① 連携事業取組件数 1 件 H29.3

H29年度 681,000 指標① 連携事業取組件数 2 件 H30.3

H26年度 0 指標① 起業・創業支援件数 5 件 H28.3 － 6

指標②

H27年度 11,820,279 指標③

H28年度 6,000,000 指標① 起業・創業支援件数 3 件 Ｈ29.3

H29年度 6,000,000 指標① 起業・創業支援件数 3 件 Ｈ30.3

起業家支援事業補助金 ： 11,820,279円

○飲食店　4件（居酒屋1・洋食屋1・カ
フェ、雑貨1・おにぎり、総菜1）
○仕出し弁当屋　1件
○ペット美容室・ドッグホテル　1件

総合戦略のKPI達
成に有効であっ

た

非常に良い事業
だと思われる。

事業の継続
雇用の創出により地域
経済の活性化が図られ
るため。

13 元気な起業家応援事業

・起業･創業に必要な経費の支援（補助率
2/3）
・空き店舗家賃補助（補助率10/10）
＊上記2項目の併用を可とし、合わせて200
万円の限度額

地方創生に非常
に効果的であっ
た

起業資金の支援により、起業への後押しが出来、新規
業種を含め6件の実績となった。

12
都市と農山漁村等連携推進事業
↓
広域連携交流推進事業

　オホーツク１５町村と東京23区（江東区）
の都市部との連携により、農林水産物を通
した消費地との交流・ＰＲや地域に密着した
体験観光・お試し暮らし等を通じた交流人
口の増加を推進する。
　また、オホーツク地域が一体となって、イ
メージ戦略を推進することにより、都市部へ
の知名度向上を目指し、交流人口の増加
や物産交流へとつなげていく。

11 まちのセールスマン事業

美幌町の景観や公共施設、特産品などを
掲載したミニＰＲ紙を作成し、美幌町民が町
外・道外で名刺等を配る際に活用してもら
い、町全体で美幌町のＰＲを図る。

バス運行維持負担金
756,000円
（株）阿寒バス（株）

７月１８日～１０月１２日（８７日間）、
１日２往復の利用者数

追加等更に
発展させる

関係機関と協議し、周
知方法など改善しつ
つ、さらにたくさんの方
が利用しやすくなるよう
検討する。10 空港交通利便性向上事業

女満別空港発、美幌駅経由美幌峠行きバ
スについて、継続運行を図るとともに利用
促進に向けて情報発信に努める。

地方創生に非常
に効果的であっ
た

各関係団体と連携を図り利用促進に向けた情報発信に
努めることにより、指標とする利用者を上回ることがで
きた。

広告制作業務委託料
324,000円
ワタミフードシステムズ（株）

（参考）
平成26年度は北海道の補助金があった
ため、金額が多くなっています。
　緊急雇用創出推進事業補助金
　　地域資源活用推進　8,730,231円
　　観光施設運営・人材育成　2,720,941
円

追加等更に
発展させる

既存の観光資源の磨き
上げを行いつつ、新規
の観光資源を育て、入
込数の増加を図る。

9 観光振興事業

観光入込客数のさらなる増加のため、各関
係団体との連携を図り、美幌町の個性や特
色を活かした観光振興施策を展開し魅力あ
る観光地づくりを実施するとともに、さらなる
情報発信を図る。
29年度は国の事業である「阿寒国立公園
満喫プロジェクト」において、国・道・町が連
携しながら観光客の更なる集客に向けて美
幌峠園地の整備等を図る。

地方創生に非常
に効果的であっ
た

美幌峠イベントの実施など、各関係団体と連携を図り、
観光入込客数増加へと繋げることができた。

特産品等開発推進事業業務委託料
4,594,320円
合同会社　美幌笑顔プロジェクト

豚醤めんつゆ
美幌産アスパラ入りうどん
美幌産アスパラスープ

総合戦略のKPI達
成に有効であっ

た

見直しを図る際、
特産品ということ
で、食料品ばかり
でなく民芸品の部
分も支援対象とし
た内容にしてもら
いたい。

事業内容の
見直し（改

善）

特産品については、新
規の開発と併せて既存
のものの改良を総合的
に進める必要があり、
改善を要する。

他市町村からの
利用者が相当数
あったと聞いてい
るので、地方創生
に効果があった
理由の一つに追
加してもらいた
い。

追加等更に
発展させる

実績値により、本事業
は非常に効果的であっ
たため、来館者の把握
及びニーズを収集し、よ
り安心安全な木育広場
を提供できるように更に
維持管理を発展させる

8
特産品等研究開発推進事業
↓
地域特産品開発支援事業

美幌町の農畜産物及び農畜産物加工品等
を活用した特産品（試作品）開発や販路開
拓（拡大）を行う取組への補助〔補助率：人
件費分2/3、事業費分10/10〕（27年度）
28年度からは27年度の事業実績を踏ま
え、発展させるため、地域団体を含めた制
度設計を行い、29年度からは「地域特産品
開発支援事業」を町が担当し、「びほろブラ
ンド認証制度」を地域団体が担うことで、両
者が車の両輪となって特産品の開発及び
販路拡大に努める。

地方創生に相当
程度効果があっ
た

地域特性を生かした新商品の開発により目的どおりの
成果を得ることができた。

追加等更に
発展させる

実績値により、本事業
を通して木育活動を推
進し新商品開発を視野
に入れ、美幌町産森林
認証材で作られた木製
品を発展させる

7 林業館管理事業

美幌林業館きてらす（美幌駅併設）の維
持管理を行う。（平成２７年度は、林業館
改修事業として、当該施設の改修を行
い「木育ひろば」を設置するものも含む）

地方創生に非常
に効果的であっ
た

美幌林業館は昭和63年3月に設置され26年が経過
していたが、当該施設の改修を行ったことにより、
子供達が屋内で木の遊具等で遊べる「木育ひろ
ば」を設置することができた。
美幌町内だけでなく、町外からの利用者も多く、目
標値を大きく上回り、認知が高いことが伺えた。

業務等委託料　　　10,000千円
林業館改修工事　 19,332千円
備品購入費　　　　 　6,035千円

平成27年10月3日にリニューアルオー
プンし、平成27年12月13日で入館者
数1万人を達成する。平成28年3月末
の入館者数は、20,437人となった。

地方創生に相当
程度効果があっ
た

平成２７年度開始の事業である。 消耗品費　　700千円
住所異動（転出等）を除けば、対象者
に対してほぼ連絡を受け、プレゼント
を贈呈できた。

6 はじめての木づかい事業

１歳を迎えるお子さんを対象に美幌町
産ＦＳＣ森林認証材を使用した木製品を
プレゼントすることで、「木とふれあい、
木に学び、木と生きる」感情豊かな心を
育む木育活動を推進する。



① ④ ⑥ ⑦ ⑧

本事業前
の実績値

過年度 実績額

後年度 予算額

事業の評価
外部有識者から

の意見
今後の方

針
今後の方針の理由

指標値に対するH27実績値の内容

外部有識者からの評価
実績値を踏まえた事業の今後に

ついて

指標 指標値 単位 目標年月 Ｈ２６実績値 実績値 事業効果

事業内容

実績額
予算額

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値 事業効果（⑤）の評価理由（具体的に）
※実績値が指標値を下回っている事業については

その理由（原因）等についても記載願います

事業費総額（①）の内訳
※「○○委託料：○○円」等の内訳を

記載願います
No

② ③ ⑤ ⑨ ⑩

対象事業の名称

H26年度 0 指標① 融資件数 2 件 H28.3 0 0

指標②

H27年度 0 指標③

H28年度
預託額
（316,000千
円）の4倍枠

指標① 融資件数 2 件 Ｈ29.3 ※融資は預託金から支払われる

H29年度
預託額
（316,000千
円）の4倍枠

指標① 融資件数 2 件 Ｈ30.3

H26年度 0 指標① 商店街の往来者数（前年度比） 105 ％ H28.3 － 106

指標②

H27年度 20,147,000 指標③

H28年度 20,000,000 指標① リフォーム件数 20 件 Ｈ29.3

H29年度 15,000,000 指標① リフォーム件数 15 件 Ｈ30.3

H26年度 0 指標① 満足度調査「満足」「概ね満足」 95 ％ H28.3 － 97.2

指標② また美幌町若しくはお店に来たい人の割合 90 ％ H28.3 － 92.4

H27年度 5,397,828 指標③

H28年度 2,210,000 指標① イベント件数 4 件 H29.3

H29年度 3,050,000 指標① ポイントシール消費枚数 120,000 枚 Ｈ30.3

指標② 抽選会来場者数 1,500 人 Ｈ30.3

商店街活性化イベント推進事業補助金 ：
5,397,828円

美めぐりフェスタ
（びほろ酔いナイト、ランチフェア、スイー
ツフェア）

総合戦略のKPI達
成に有効であっ

た

指標の設定内容
が不明瞭なので
変更すべきと考え
る。
また、販売方法に
ついて、公平性を
保つこと。

事業の中止

交付金により実施でき
た事業であり、一般財
源での実施は不可能で
あるため。

16
美幌町商店街活性化事業
↓
商店街イベント事業（H29年度）

商店街を活性化するためのイベントへの支
援

地方創生に非常
に効果的であっ
た

ほろ酔いナイト、ランチフェア、スイーツフェアを実施。実
施時のアンケート調査において97.2％の方が「満足」又
は「概ね満足」と回答。また、92.4％の方が、「また美幌
町若しくはお店に来たい」と回答。

店舗リフォーム促進支援事業補助金 ：
20,147,000円

○飲食店 15件（スナック・バー9・喫茶店
2・ラーメン店2・居酒屋2）
○理美容業 4件
○自動車等販売・整備業 4件
○薬局 3件
○菓子製造販売業 1件
○パン製造販売業 1件
○食肉販売業 1件
○包装資材販売業 1件
○コンビニエンスストア 1件

総合戦略のKPI達
成に有効であっ

た

指標の設定内容
が不明瞭なので
変更すべきと考え
る。

事業の継続
商店街の活性化によ
り、商工業者の所得向
上が図られるため。

15 がんばる商店街応援事業
専門家による経営指導、店舗のイメージ
アップに要する経費への支援：補助率1/2、
上限100万円

地方創生に相当
程度効果があっ
た

店舗機能の維持・向上とともに、店舗のイメージアップ
により、商店街における集客数が増加が図られ、今後
においても経営の安定化が見込まれる。

実績がなかった
原因や課題も記
載して欲しい。

事業の継続
制度の継続により起
業・創業支援を図る。

14
中小企業利子補給等制度のうち新規起業
家融資制度

中小企業を支援するための制度のうち、新
規起業家を応援するための事業。起業する
方の支援として、運転資金2,000万円、設備
資金3,000万円以内の融資を実施する。ま
た、利子補給20％、保証料100％を償還年
次分割給付を実施する。

地方創生に効果
がなかった

融資希望者が居なかったため実績は無かったが、当該
制度を維持することにより新規起業への後押しが図ら
れると考える。
（平成27年度からは起業する際に、当該融資を受ける
より、自己資金と「元気な起業家応援事業」における補
助金で起業できたため、希望者がいなかった。）


